
こども・若者からの意見聴取まとめ（抜粋）

事業名 開催時期 対象者 参加人数 テーマ 特徴

・市長とのふれあいトーク
子育て当事者と市長との懇
話会

R5年11月 乳幼児の子育て親子
20組

×２会場

・市内の地域子育て支援拠点を利用する乳幼児の
親子と市長との懇話会（２会場）
・飯田の子育て環境について。
・子育てしていくうえでの困りごとや願いなど

・使い慣れた飯田市子育てつどいの
広場（地域子育て支援拠点）でリ
ラックスしながらのトーク会

・市長とのふれあいトーク
「think about the future
あなたの声を聴かせて」

R６年５月
短期大学・専門学校・高
校の生徒といいだ未来デ
ザイン会議の委員

50人
・飯田の未来について、若者のフリートークによ
る意見交換会

・6-8人ほどのグループディスカッ
ションと、グループごとの発表に市
長コメント

・市長とのふれあいトーク
認定こども園・保育所の教
育・保育者と市長との懇話
会

R６年６月
市内の認定こども園・保
育所の教育・保育者

100人

・認定こども園・保育所の現場から見た、今日の
こども・子育て・家庭の現状と課題について
「飯田の子育て事情について教育・保育現場の意
見」

・市内の認定こども園・保育所現場
のみならず、法人理事などの関係者
も多く参加した

・市長とのふれあいトーク
「雨の日の遊び場を語ろう
time」

R６年７月
乳幼児の子育て親子と
小学生

親子20組
小学生6人

・子育て当事者や小学生と市長との懇話会
・市民要望の高い「雨天や猛暑の日に親子で揃っ
て遊びに行ける場所」について具体的な要望など
の意見交換

・使い慣れた飯田市子育てつどいの
広場（地域子育て支援拠点）でリ
ラックスしながらのトーク会

・飯田市ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ及
び生活就労ｾﾝﾀｰとの懇談会

R６年７月
ﾌｧﾐﾘｰｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ又は生活
就労ｾﾝﾀｰの職員

職員5人
若者の社会適応・就労に向けての支援活動現場の
意見交換会

・相談に来る若者自身との面会を次
のステップとし、まずは相談内容の
同行などについて職員と懇談

・市内高校での研究発表へ
の参加

R６年8月 高校生 生徒50人
「高校生が考える子育て支援について」をテーマ
とした発表１件。

・高校生にアンケート調査した結果
①子育てにマイナスイメージと回答
80％
②乳児の子育てに触れ合った後に調
査⇒プラスイメージに転換した。

・市内児童養護施設入所中
の高校生や退所した若者と
の面接

R６年8月
通信高校の生徒
３月に退所した若者

２人
・将来の夢、いま打ち込んでいること
・いま悩んでいること、サポートしてほしいと思
うこと

・集団でのトーク会は馴染まないた
め、個々に面接。

・こども若者の意識と生活
に関するアンケート調査

R６年10月 小４～中３のこども 3,779人
・こどもの意識、自己肯定感、ヤングケアラーの
認知度、飯田で暮らし続けたい意識など

・学校の協力を得て、モバイルによ
るWeb回答

・こども若者の意識と生活
に関するアンケート調査

R６年10月 小４～中３の保護者 1,446人
・子育て家庭の可処分所得の状況、社会からの孤
立度、飯田での子育てを続けたい意識など

・学校を通じて二次元コードを配布
し、家庭からWeb回答

・こども若者の意識と生活
に関するアンケート調査

R６年10月 16歳～39歳の若者 387人
・若者の意識、生活実態、自己肯定感、ヤングケ
アラーの認知度、飯田で暮らし続けたい意識など

・二次元コードを郵送し、家庭から
Web回答

・いいだ若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝと
の懇談会

R６年10月
いいだ若者ｻﾎﾟｰﾄｽﾃｰｼｮﾝ
の職員

職員１人
若者の社会適応・就労に向けての支援活動現場の
意見交換会

・相談にくる若者自身との面会を次
のステップとし、まずは相談内容の
動向などについて職員と懇談
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